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「
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
」

　

今
月
は
荒
茅
町
で
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
を
６０
ア
ー
ル
で
栽
培

し
、
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
出
雲
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
部
会
の
販
売
部
長

も
務
め
る
松
本
尚
幸
さ
ん
に
お
話
を
お
伺
い
し
ま
し
た
！

│
│
い
つ
か
ら
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
を
栽
培
さ
れ
て
い
ま
す
か
？

　

Ｊ
Ａ
の
営
農
担
当
か
ら
の
す
す
め
で
平
成
１５
年
に
栽
培
を
始
め

ま
し
た
。
ち
ょ
う
ど
こ
の
辺
り
で
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の
ハ
ウ
ス
栽
培

が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
時
期
で
、
ハ
ウ
ス
の
こ
と
や

栽
培
の
こ
と
な
ど
、
丁
寧
に
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。
栽
培
を

始
め
る
う
え
で
、
価
格
や
収
量
の
乱
高
下
が
あ
ま
り
な
く
、
安
定

収
入
に
つ
な
が
る
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
は
魅
力
で
し
た
ね
。

│
│
栽
培
を
す
る
う
え
で
心
が
け
て
い
る
こ
と
を
教
え
て

く
だ
さ
い
。

　

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
は
た
く
さ
ん
の
肥
料
と
水
を
必
要
と
し
ま
す
。

う
ち
で
は
主
に
有
機
肥
料
を
使
っ
て
お
り
、
１
週
間
か
ら
１０
日
に

一
度
、
追
肥
を
施
し
て
い
ま
す
。
栽
培
は
手
探
り
の
部
分
も
多
い

で
す
が
、
先
進
地
を
視
察
し
た
り
、
県
や
Ｊ
Ａ
か
ら
指
導
を
受
け

た
り
し
な
が
ら
、
よ
り
良
い
も
の
が
で
き
る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。

│
│
出
雲
の
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

出
雲
は
県
内
で
最
大
の
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
産
地
で
す
。
平
成
１８
年

に
Ｊ
Ａ
の
パ
ッ
キ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
が
で
き
、
選
果
、
調
製
作
業
の

労
力
が
軽
減
さ
れ
た
こ
と
で
面
積
拡
大
に
取
り
組
み
や
す
く
な
り

ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
２８
年
度
、
２９
年
度
に
Ｊ
Ａ
で
リ
ー
ス
ハ
ウ
ス
事
業

（※

１
）
が
行
わ
れ
、
私
も
活
用
し
て
い
ま
す
。ハ
ウ
ス
は
初
期
投
資

が
大
き
い
う
え
、ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
は
栽
培
を
始
め
て
も
１
、
２
年
は

株
を
育
て
る
作
業
に
な
る
の
で
収
益
が
上
が
っ
て
き
ま
せ
ん
。
リ
ー

ス
ハ
ウ
ス
事
業
で
初
期
投
資
が
軽
減
さ
れ
た
こ
と
は
、
新
規
就
農

や
面
積
拡
大
の
手
助
け
に
な
っ
て
い
ま
す
。こ
の
よ
う
な
産
地
活
性

化
に
つ
な
が
る
取
り
組
み
に
は
今
後
も
期
待
を
し
て
い
ま
す
。

　

出
雲
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
部
会
で
は
、新
規
就
農
を
目
指
す
研
修
生
を

受
け
入
れ
る
体
制
も
整
っ
て
い
ま
す
。う
ち
も
受
入
農
家
と
し
て
今

ま
で
に
研
修
生
を
何
人
も
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。

│
│
島
根
県
版
の
Ｇ
Ａ
Ｐ「
美
味
し
ま
ね
」
認
証
を
取
得

さ
れ
ま
し
た
ね
。

　

今
年
３
月
に
部
会
員
の
う
ち
１１
人
の
グ
ル
ー
プ
で
取
得
し
ま
し

た
。
農
産
物
の
安
全
、
作
業
者
の
安
全
な
ど
の
た
め
、
衛
生
管
理

や
肥
料
・
農
薬
の
使
用
な
ど
、
生
産
工
程
に
つ
い
て
認
証
を
受
け

る
も
の
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
は
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
食
料
調
達
基
準
と
し
て
注
目
さ
れ
て
お
り
、
部
会
員

全
員
の
参
加
に
な
る
よ
う
、
先
駆
け
て
取
得
し
た
私
た
ち
が
頑

張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

│
│
最
後
に
出
雲
の
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の
Ｐ
Ｒ
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

春
は
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
が
特
に
甘
い
時
期
で
す
。
太
い
も
の
は
特

に
甘
さ
が
強
く
美
味
し
い
で
す
よ
。
さ
っ
と
茹
で
た
り
、
丸
焼
き

に
し
た
り
、
う
ち
で
は
み
そ
汁
に
入
れ
た
り
も
し
ま
す
。
今
が
旬

の
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
を
ぜ
ひ
食
べ

て
く
だ
さ
い
！

（※

１
）リ
ー
ス
ハ
ウ
ス
は
、新
規

就
農
や
面
積
拡
大
の
初
期
投
資
軽

減
の
た
め
、国
・
県
の
事
業
を
活

用
し
て
Ｊ
Ａ
が
建
設
し
、生
産
者

が
利
用
し
ま
す
。生
産
者
は
リ
ー

ス
料
を
払
っ
て
利
用
し
ま
す
が
、

リ
ー
ス
料
も
県
・
Ｊ
Ａ
か
ら
一
部

助
成
が
あ
り
ま
す
。

出
雲
で
採
れ
る
う
ま
い
も
ん

安
全
・
安
心
届
け
ま
す

4月は

ＪＡしまね出雲アスパラガス部会
販売部長　松本 尚幸さん

生
産
者
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
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ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の
栄
養

　

グ
リ
ー
ン
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の
穂
先
に
は
、
ア
ミ
ノ
酸
の
一
種
で
あ
る

ア
ス
パ
ラ
ギ
ン
酸
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
栄
養
素
は
、
体
内
の
新

陳
代
謝
を
促
す
と
と
も
に
、
タ
ン
パ
ク
質
合
成
を
高
め
る
働
き
を
し
、

疲
労
回
復
や
滋
養
強
壮
、
美
肌
に
効
果
を
発
揮
し
ま
す
。

　

ま
た
、
穂
先
に
は
ル
チ
ン
と
い
う
成
分
も
含
ま
れ
て
お
り
、
毛
細
血

管
を
丈
夫
に
し
、
高
血
圧
や
動
脈
硬
化
の
予
防
に
役
立
ち
ま
す
。
さ
ら

に
、
皮
膚
や
粘
膜
を
健
康
に
保
ち
美
肌
効
果
が
あ
る
β‐

カ
ロ
テ
ン
、

赤
血
球
を
作
る
た
め
に
必
要
な
葉
酸
も
た
っ
ぷ
り
で
す
。

　

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の
栄
養
素
を
十
分
に
生
か
す
た
め
に
は
、
調
理
の
と

き
に
ゆ
で
過
ぎ
な
い
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。
茎
の
部
分
が
堅
い
と
、

つ
い
長
く
ゆ
で
て
し
ま
い
が
ち
で
す
が
、
あ
ら
か
じ
め
ボ
ウ
ル
か
鍋
に

熱
湯
を
入
れ
、
茎
の
部
分
だ
け
先
に
ち
ょ
っ
と
浸
け
て
お
き
ま
す
。
そ

れ
か
ら
さ
っ
と
ゆ
で
直
す
と
、
均
等
に
ゆ
で
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の
収
穫

　

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の
収
穫
は
、春
芽（
３
〜
５
月
）と
夏
芽（
６
〜
１０
月
）

の
年
２
回
の
収
穫
時
期
が
あ
り
ま
す
。
収
穫
は
朝
と
夕
方
の
１
日
２
回

行
い
ま
す
が
、
４
〜
５
月
に
は
い
っ
た
ん
収
穫
を
や
め
て
、
株
に
養
分

を
蓄
え
さ
せ
、
６
月
か
ら
夏
芽
の
収
穫
に
入
り
ま
す
。
収
穫
は
２８
セ
ン
チ

の
棒
で
長
さ
を
測
り
な
が
ら
、
は
さ
み
で
１
本
１
本
丁
寧
に
収
穫
し
て

い
き
ま
す
。
そ
の
後
パ
ッ
キ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
で
２５
セ
ン
チ
に
カ
ッ
ト
さ
れ

１
０
０
グ
ラ
ム
ず
つ
袋
詰
め
さ
れ
ま
す
。
一
度
定
植
す
る
と
、
き
ち
ん
と

し
た
管
理
を
行
え
ば
１０
年
以
上
収
穫
が
可
能
で
す
。

　

最
大
で
１
日
１０
セ
ン
チ
以
上
も
伸
び
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
も
っ
た
ア
ス

パ
ラ
ガ
ス
。
栄
養
満
点
の
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
を
た
く
さ
ん
食
べ
て
元
気
に

過
ご
し
ま
し
ょ
う
！

おいしいレシピのアスパラガス

①ベーコンを1cm幅にアスパラガスは4cmの長さに切る。
②耐熱ボウルにベーコンを入れふんわりラップをし、電子
レンジ600Wで1分加熱する。
③ボウルにAを加えベーコンの脂と混ぜ合わせる。
④鍋にお湯を沸騰させ塩を加えスパゲッティを袋の表示
時間通りに茹でる。
⑤スパゲッティが茹で上がる1分前にアスパラを加え茹でる。
⑥ザルに上げカルボナーラソースのボウルに加え全体に
味がなじむように混ぜ合わせる。
⑦お好みで粉チーズ（分量外）と黒コショウ（分量外）を
かけて完成。

〈作り方〉

〈材料〉［1人前］

アスパラベーコンの簡単カルボナーラ

①鍋にお湯を沸騰させ塩少々入れる。

②アスパラガス、パプリカを固めに茹でザルに上げる。

③同じ鍋に酒を加え鶏ささみを茹でる。

④アスパラガスは斜め切り、パプリカは縦千切り、ささみ
は食べやすい大きさに裂く。

⑤ボウルに④とＡを入れ和えたら完成。

〈作り方〉

〈材料〉［２人前］

アスパラガスと鶏ささみのナムル

A

●鶏ガラスープの素
●塩
●ごま油
●レモン汁

●アスパラガス
●鶏ささみ
●パプリカ黄
●パプリカ赤
●酒

・・・・ 4本
・・・・・・・・ 1本
・・・ 1／4個
・・・ 1／4個

・・・・・・・・・ 小さじ1

・・ 小さじ2
・・・・・・・・・・・・・・ 少々
・・・・・・・ 小さじ1
・・・・・・ 小さじ2

A

●とき卵　
●バター（細切り）
●粉チーズ
●塩
●黒コショウ（粗挽き）

●スパゲッティ
　（太さ1.7㎜）
●アスパラガス
●ハーフベーコン
●塩

・・・・・ 100g
・・・・・・ 4本
・・・・ 4枚

・・・・・・・・・・・ 小さじ2

 ・・・・・・・・・・ 1個
・・・ 10g

・・・・・・・・ 50g
 ・・・・・・・・・・・・・ 少々

・・ 少々
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平成29年度冬期座談会
ご意見・ご要望に
お答えします

　平成29年度の冬期座談会を、2月に管内226会場で開催しました。この座談会は組合員
の皆様との意思疎通をはかり、意見や要望をJAの事業運営に反映させようと開催して
いるものです。
　ご意見・ご要望としていただいた中から、一部につきまして正式回答いたします。

太
陽
光
利
用
型
植
物
工
場
に

つ
い
て
伺
い
た
い
。

出
雲
市
神
西
地
区
に
栽
培
環
境

を
制
御
し
た
、
気
象
リ
ス
ク
に

左
右
さ
れ
な
い
水
耕
栽
培
施
設
（
リ
ー

フ
レ
タ
ス
）
を
整
備
し
ま
す
。
販
売
先

を
確
保
し
た
上
で
、
周
年
安
定
生
産
す

る
新
た
な
販
売
ス
タ
イ
ル
を
展
開
し
ま

す
。
ま
た
、
ク
リ
ー
ン
農
業
を
実
践
す

る
と
と
も
に
新
た
な
特
産
と
し
て
販
売

高
向
上
を
目
指
し
ま
す
。

「
年
金
+
α
農
業
」
の
周
知
を

も
っ
と
多
く
の
人
が
目
に
触
れ

る
よ
う
お
願
い
し
た
い
。
と
く
に
座
談

会
な
ど
会
合
に
出
る
こ
と
が
少
な
い
女

性
な
ど
に
周
知
し
て
は
ど
う
か
。

募
集
に
あ
た
り
広
報
誌
「
し
ま

ね
び
よ
り
」
に
掲
載
す
る
と
と

も
に
、
募
集
チ
ラ
シ
に
つ
い
て
は
営
農

セ
ン
タ
ー
・
支
店
窓
口
や
A
T
M
等
を

活
用
し
、
幅
広
く
情
報
提
供
・
P
R
を

行
い
ま
す
。
皆
さ
ま
の
一
層
の
ご
協
力
、

ご
利
用
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

営
農
部
門

IZUMO

12



J
A
が
行
う
地
域
貢
献
と
は
、

ど
う
い
っ
た
活
動
を
し
て
い
る

の
か
。

管
内
29
拠
点
で
の
農
業
祭
り
や

囲
碁
将
棋
大
会
の
開
催
、
ま
た

各
地
域
で
の
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
等
へ

の
支
援
を
通
じ
、
地
域
の
皆
さ
ま
の

い
き
が
い
や
仲
間
づ
く
り
の
お
手
伝
い

を
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
小
学
生
を
対
象
と
し
た
農
業

体
験
や
親
子
料
理
教
室
、
管
内
小
学
校

へ
の
農
業
教
材
本
の
寄
贈
な
ど
食
と
農

へ
の
理
解
促
進
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

他
に
も
多
数
あ
り
ま
す
が
、
地
域
の

皆
さ
ま
に

必
要
と
さ

れ
る
組
織

と
な
る
よ

う
、
今
後

も
様
々
な

地
域
貢
献

活
動
に
取

り
組
ん
で

参
り
ま
す
。

J
A
し
ま
ね
に
統
合
し
て
3
年

と
な
る
が
、
支
店
の
再
編
等
を

考
え
て
い
る
の
か
。

統
合
後
、
3
年
間
は
店
舗
再
編

等
の
取
り
組
み
は
行
わ
な
い
方

針
で
し
た
が
、
J
A
を
取
り
巻
く
環
境

は
、
政
府
が
す
す
め
る
農
協
改
革
や
信

用
事
業
収
益
の
縮
小
等
の
影
響
に
よ
り

大
き
な
変
化
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。
今
後
は
、
店
舗
再
編
も
一
つ
の
手

段
と
し
た
上
で
、
い
か
に
し
て
存
続
し
、

地
域
・
農
業
を
守
る
組
織
と
し
て
役
割

を
果
た
し
て
い
く
の
か
を
地
域
の
皆
さ

ま
と
と
も
に
、
検
討
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

ラ
ピ
タ
の
商
品
は
他
店
と
く
ら

べ
値
段
の
高
い
も
の
が
多
い
。

品
質
は
良
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
安
価

な
商
品
も
揃
え
て
も
ら
い
た
い
。

ラ
ピ
タ
で
は
生
鮮
品
を
中
心
に

「
安
全
、
安
心
、
新
鮮
」
な
商

品
の
安
定
供
給
、
地
産
地
消
に
取
り

組
ん
で
お
り
ま
す
。
品
質
を
落
と
さ
ず

安
価
な
商
品
と
し
て
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト

ブ
ラ
ン
ド
「
く
ら
し
良
好
」
商
品
を
全

店
で
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
利

用
い
た
だ
け
る
よ
う
更
な
る
P
R
に

取
り
組
み
ま
す
。

両
替
手
数
料
改
定
に
つ
い
て

く
わ
し
く
教
え
て
ほ
し
い
。

自
治
会
で
集
金
し
た
会
費
も
手
数
料

が
か
か
る
の
か
。

今
回
の
手
数
料
改
定
は
主
に
次

の
3
点
で
す
。

①
両
替
の
手
数
料
引
き
上
げ

②
金
種
が
指
定
さ
れ
た
お
引
き
出
し
へ

の
手
数
料
新
設

③
大
量
の
硬
貨
を
伴
う
入
金
へ
の
手
数

料
新
設

　

②
③
に
つ
い
て
、
当
初
、
個
人
は
手

数
料
徴
収
の
対
象
と
な
っ
て
い
ま
し
た

が
、
3
月
の
見
直
し
に
よ
り
個
人
は
対

象
外
と
な
り
ま
し
た
。

　

③
に
つ
い
て
、
自
治
会
（
町
内
会
）

は
一
定
の
条
件
下
で
手
数
料
免
除
の
対

象
と
し
て
い
ま
す
。
詳
細
は
支
店
に
て

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

J
A
自
転
車
倶
楽
部
の
保
険
料

は
い
く
ら
か
。
ま
た
、
こ
の
補

償
の
上
限
は
い
く
ら
か
。

お
支
払
い
い
た
だ
く
保
険
料

は
、
被
保
険
者
ご
本
人
の
職

業
、
年
齢
、
性
別
に
関
わ
ら
ず
、
年
額

4
、8
0
0
円
で
す
。
ま
た
、
日
本

国
内
・
国
外
を
問
わ
ず
自
転
車
事
故

に
よ
る
相
手
方
へ
の
賠
償
な
ど
、
日

常
生
活
に
お
け
る
賠
償
責
任
を
1
回

の
事
故
に
つ
き
、
1
億
円
ま
で
補
償

し
ま
す
。（
示
談
交
渉
サ
ー
ビ
ス
付
）

企
画
総
務
部
門

生
活
部
門

金
融
共
済
部
門

囲碁将棋大会

ちびっこ農業交流スクール

IZUMO
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ＬＡ・金融相談員に
ご相談ください！

　金融相談員は、貯金や融資につ
いての専門知識をもった職員です。
　貯金・ローン・年金など何でもお
気軽にご相談ください。

私たち

ＪＡ金融相談員
　ＬＡとは、共済業務を専門に担
当し、ＪＡ共済についての専門知識
をもった職員です。皆様の人生設
計を一緒に考え、安心して暮らせ
る未来に向けてサポートさせてい
ただきます。

ＪＡライフアドバイザー

　ＪＡしまね出雲地区本部では、４４人のＬＡ（ライフアドバイザー）、３４人の金融
相談員、４人の複合渉外員、計８２名の渉外担当者が、皆様のお役に立てるよう
日々活動しています。３月１日の人事異動で体制を一新し、気持ちを新たに新年度
を迎えました。これからも変わらぬご愛顧のほど、よろしくお願いいたします。

※上津支店、川跡支店、荒茅支店、園支店には、
　ＬＡ、金融相談員の業務を総合的に行う
　複合渉外員が配属されています。

ライフ
アドバイザー

出 雲 支 店

矢頭　翔

複合渉外員

中 部 ブ ロ ッ ク

武田 修二

金融相談員

高橋 英克

L Ａ

永井 静香

L Ａ

支支支 店支津 支支津大大大大大大大大 津津津大大大大大大大大大大大大大大大大大大 津津津津津津津津津津 支支支支支支 店店店店店店店店店店大 津 支 店
内藤 理恵子

L Ａ

笠谷 洋貴

L Ａ

常松 智也

金融相談員

上田 純平

金融相談員

支支店支出出雲支出出出出雲雲雲雲雲 店支支支支店店店店店出雲支店

支支店支津支津上上上津津津上上上上上上上上上上上上津津津津津津支支支支支店店店店店店店上津支店

IZUMO
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支支 店支冶塩塩 冶冶冶冶冶冶 支塩塩塩塩 冶冶冶冶 店支支支支支支 店店店店塩 冶 支 店

門脇 温子

金融相談員

大滝 崇史

金融相談員

伊藤 千尋

金融相談員

高橋 めぐみ

L Ａ

梶谷 哲平

L Ａ

田部 優作

L Ａ

東 部 ブ ロ ッ ク

土江 浩司

L Ａ

野津 翔矢

L Ａ

齋藤 淳子

L Ａ

藤井 友陽山根 滉大

支支支 店支中中平平平平平平 田田田 中中中中中中 央央央央央 支平平平平平平 田田田田 中中中 央央央央央央 店店支支支支 店店店店平 田 中 央 支 店

支支 店支今今今今今今今今 市市 支今今今今 市市市市市市市 店支支支支支 店店店店今 市 支 店

三代 裕美福田 昌平

金融相談員 金融相談員

前田　駿

L Ａ

石田 雄平

L Ａ

小梶 佳樹

L Ａ

嘉本 隆司高橋 卓也

絡絡絡 支支支支支 店四四四四 絡絡絡絡絡 支支支支支支 店店店店店店店四 絡 支 店
金融相談員 金融相談員

宍道 好美

L Ａ

森山 貴行

L Ａ

飯塚 幹夫三代 修平大野 咲子

川川川川 跡跡跡 支支支支支 店川川川川 跡跡跡跡 支支支支支支 店店店店店店店川 跡 支 店
金融相談員 金融相談員複合渉外員

金融相談員 金融相談員

支支 店支支浜高高高高 浜浜浜高高高高高高 店浜浜浜浜 支支支支支支 店店店店店店高 浜 支 店

松尾　礼

L Ａ

高橋 弘樹

金融相談員

IZUMO 22
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柳楽 宝寿

複合渉外員

支支支支支 店園園園園 支支支支 店店店店店店店店店園 支 店

小村 圭司

複合渉外員

茅支荒茅茅茅支支支支店店荒荒荒荒茅茅茅茅茅茅茅支支支支店店店店店店荒茅支店

曽田 麻衣子

金融相談員

田中 理恵

金融相談員

社大大大大大大大大 社社社社社社社 支支支支 店店大大大大 社社社社社社社 支支支支 店店店店大 社 支 店

岡　真彦

L Ａ

米原 大地

L Ａ

支支 店支支西西西西 田田田田田田田田田田 支支支支 店店店店店西 田 支 店

常松 真希

金融相談員

川中 浩平

L Ａ

験馬 大哲

L Ａ

荒 木木木木木木木木 支支支支 店荒荒荒荒 木木木木木 支支支支 店店店店店荒 木 支 店

兼折 里美

金融相談員

中村 将太

L Ａ

山岡 将司

L Ａ

分分分灘 分分分分分分分 支支支支 店灘灘灘灘 分分分分分分分分 支支支支支 店店店店店灘 分 支 店

原　正明

金融相談員

槇原 里恵

L Ａ

加納 康崇

L Ａ

金築　聡

金融相談員

支支 店支富富富富 支国国国国 富富富富富 店支支支支支 店店店店国 富 支 店

富田 晴子

L Ａ

澄田　亨

金融相談員

支支支 店支支支遙 堪堪遙遙遙遙遙 店堪堪堪堪 支支支支支 店店店店遙 堪 支 店

川上 理恵

L Ａ

支支 店支平平平平平平平 田田田田田 東東 支平平平平平 田田田田 東東東東東 店支支支支支 店店店店平 田 東 支 店

水師 香菜

金融相談員

柳浦 寿行

L Ａ

伊藤 恵美

L Ａ

西 部 ブ ロ ッ ク
高高高 松松松松松 支支支支支 店店店高高高高 松松松松 支支支支支 店店店店高 松 支 店

西尾　賢

L Ａ

原　悟

L Ａ

周藤 康介

L Ａ

南場　賢太田 俊樹

金融相談員金融相談員
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河 南 ブ ロ ッ ク

南 部 ブ ロ ッ ク

支支 店支支神神神神神神神神神神神神神 西西西西 支支支支支 店店店店店神 西 支 店

北村 卓也

金融相談員

土江　登

L Ａ

三谷 陽介

L Ａ

支支 店支伎伎 支伎多多多多多多 伎伎多多多多 伎 店伎伎伎伎伎伎伎 支支支支 店店店店多 伎 支 店

黒田 涼子

金融相談員

石飛 健一

L Ａ

田辺 美穂子

L Ａ

岸　祐輔

金融相談員

森山　諒

金融相談員

支支 店支陵 支湖湖湖湖湖 店陵陵陵陵 支支支支支支支 店店店店店湖 陵 支 店

松浦 智美

L Ａ

森山 孝介

L Ａ

支支支 店支支稗稗稗稗稗稗稗 店店原原原原原 支支支支支支 店店店店稗 原 支 店

矢田 直樹

金融相談員

柳楽 照美

L Ａ

支支支 店支山山山 支朝 山山山山山朝朝朝朝 店店山山山山山山山山 支支支支支支 店店店店店朝 山 支 店

錦織 純子

金融相談員

神田 智史

L Ａ

支支 店支支佐佐佐佐佐佐佐佐 田田田田田田田田田 支支支支支 店店店店店店佐 田 支 店

坂根 幸介

金融相談員

古川 雄祐

L Ａ

馬庭 拓也

L Ａ

支戸 川神神神神神神 戸 川川川川 支支支支 店店神神神神神神神 戸戸戸戸 川川川川 支支支支支支 店店店店店店店神 戸 川 支 店

矢田 昭夫 小川 由希子

L Ａ

花岡 裕樹

L ＡL Ａ

須山 雄太

金融相談員

山口 実矢子

金融相談員
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出
雲
し
い
た
け
部
会

出
雲
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
美
味
し
ま
ね
認
証
グ
ル
ー
プ

美
味
し
ま
ね
認
証
取
得
！

　

J
A
し
ま
ね
出
雲
地
区
本
部
は
2
月
か
ら
3
月
に
か
け
て

「
准
組
合
員
の
集
い
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
9
会
場
で
約
3
0
0

人
の
皆
様
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
情
報
発
信
、
意
見
交
換
を

行
い
ま
し
た
。
意
見
交
換
で
は
、
J
A
事
業
に
つ
い
て
意
見
・

要
望
を
い
た
だ
く
と
と
も
に
、「
J
A
の
活
動
で
初
め
て
知
っ
た

も
の
も
多
く
あ
っ
た
」「
J
A
の
イ
メ
ー
ジ
が
変
わ
っ
た
」
と

い
っ
た
感
想
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

3
月
18
日
に
開
催
し
た
神
戸
川
支
店
は
、
次
世
代
層
と
の

関
係
性
強
化
を
ね
ら
い
、
親
子
向
け
の
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
。

保
護
者
と
児
童
、
合
わ
せ
て
約
60
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
当

日
は
J
A
の
事
業
や
地
域
貢
献
へ
の
取
り
組
み
な
ど
を
紹
介

す
る
D
V
D
を
上
映
し
た
後
、
家
の
光
記
事
活
用
で
ス
ト

ラ
ッ
プ
を
作
り
交
流
を
図
り
ま
し
た
。
冒
頭
の
あ
い
さ
つ
で

は
石
川
寿
樹
本
部
長
が
子
ど
も
た
ち
に
J
A
が
ど
の
よ
う
な

組
織
か
を
説
明
。「
食
に
関
わ
る
こ
と
や
地
域
貢
献
へ
の
取
り

組
み
な
ど
、
J
A
が
ど
ん
な
仕
事
を
し
て
い
る
か
を
覚
え
て

お
い
て
も
ら
い
た
い
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

3
月
23
日
に
は
川
跡
支
店
が
川
跡
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

で
開
催
し
、
約
50
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
D
V
D
上
映
後
は

J
A
共
済
連
島
根
普
及
部
の
伊
藤
早
紀
子
さ
ん
を
講
師
に
健
康

教
室
を
開
き
ま
し
た
。
ま
た
、
食
事
会
で
は
Ｊ
Ａ
女
性
部
・

や
す
ら
ぎ
会
の
協
力
で
地
元
食
材
を

使
用
し
た
手
作
り
料
理
を
振
る
舞
い
、

国
産
の
安
全
・
安
心
な
食
材
の
良
さ

を
紹
介
し
ま

し
た
。
各
組

織
活
動
の
紹

介
も
あ
り
、

参
加
者
は
内

容
に
つ
い
て

質
問
す
る
な

ど
興
味
を
示

し
て
い
ま
し

た
。 准

組
合
員
に
J
A
の
取
り
組
み
を
発
信

9
会
場
で
約
3
0
0
人
が
参
加

ラ
ジ
コ
ン
草
刈
り
機
を
導
入
し
草
刈
り
作
業
を
受
託

未
来
サ
ポ
ー
ト
さ
だ「
耕
放
支
援
隊
」

　

J
A
し
ま
ね
出
雲
地
区
本
部
が
取
り
組
み
を
進
め
て

い
る
島
根
県
版
の
農
業
生
産
工
程
管
理
（
G
A
P
）
制
度

「
美
味
し
ま
ね
認
証
」
を
、
J
A
し
ま
ね
出
雲
し
い
た
け

部
会
と
J
A
し
ま
ね
出
雲
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
部
会
美
味
し
ま
ね
認

証
グ
ル
ー
プ
が
取
得
し
ま
し
た
。
出
雲
し
い
た
け
部
会
は
部
会

員
全
員
で
の
取
得
で
、
県
内
で
最
大
規
模
の
人
数
の
認
証
取
得

団
体
と
な
り
ま
す
。
3
月
22
日
に
は
両
団
体
の
代
表
が
同
地
区

本
部
の
関
係
者
ら
と
出
雲
市
役
所
を
訪
ね
、
長
岡
秀
人
市
長
と

野
口
武
人
副
市
長
に
認
証
取
得
を
報
告
し
ま
し
た
。

　

出
雲
し
い
た
け
部
会
の
部
会
員
は
64
人
。
同
部
会
が
生
産

す
る
「
神
々
の
国　

出
雲
し
い
た
け
」
は
肉
厚
で
市
場
か
ら
も

高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。
三
島
茂
部
会
長
は
「
こ
れ
か
ら

P
R
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
。
お
客
様
に
安
全
・
安
心
・
高

品
質
な
出
雲
の
し
い
た
け
が
浸
透
し
て
い
く
よ
う
努
力
し
た
い
」

と
話
し
ま
し
た
。

　

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
認
証
グ
ル
ー
プ
は
、
出
雲
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス

部
会
の
部
会
員
42
人
の
う
ち
11
人
で
構
成
。
今
後
は
部
会
全

体
で
の
取
得
を
目
指
し
ま
す
。
曽
田
盛
雄
グ
ル
ー
プ
会
長
は

「
今
回
取
得
し
た
生
産
者
が

一
丸
と
な
っ
て
仲
間
を
増
や

し
た
い
」
と
意
気
込
み
を
話

し
ま
し
た
。

　

報
告
会
で
は
三
島
部
会
長

が
生
し
い
た
け
、
曽
田
グ

ル
ー
プ
会
長
が
ア
ス
パ
ラ
ガ

ス
を
長
岡
市
長
に
贈
呈
。
長

岡
市
長
は
「
安
全
・
安
心
の

お
墨
付
き
を
得
た
両
団
体
に
、

出
雲
の
農
業
を
牽
引
す
る
立

場
で
頑
張
っ
て
も
ら
い
た
い
」

と
激
励
し
ま
し
た
。

　

佐
田
町
の
「（
株
）
未
来
サ
ポ
ー
ト
さ
だ
」
は
、
4
月
か
ら

「
耕
放
支
援
隊
」
を
組
織
し
、
一
般
農
家
や
営
農
組
合
の
草
刈

り
作
業
を
受
託
し
て
い
ま
す
。
作
業
負
担
軽
減
の
た
め
に
傾
斜

対
応
の
ラ
ジ
コ
ン
草
刈
り
機
と
ト
ラ
ク
タ
ー
に
装
着
す
る
ア
ー

ム
式
草
刈
り
機
を
導
入
し
、
3
月
2
日
に
は
同
社
の
構
成
員
の

ほ
か
、
中
国
四
国
農
政
局
、
東
部
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー
、
出
雲

市
、
J
A
関
係
者
ら
、
合
わ
せ
て
約
40
人
が
集
ま
り
作
業
実
演

を
行
い
ま
し
た
。

　

実
演
し
た
デ
ン
マ
ー
ク
の
メ
ー
カ
ー
「
l
y
n
e
x
」
の
ラ
ジ

コ
ン
ハ
ン
マ
ー
ナ
イ
フ
モ
ア
「
s
x
1
0
0
0
」
は
、
刈
幅
約

1
0
0
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
傾
斜
に
も
対
応
。
ア
ー
ム
式
と
の

連
携
で
、
畦
畔
、
法
面
を
効
率
的
に
刈
り
取
り
ま
す
。
当
日

は
傾
斜
約
45
度
の
法
面
で
作
業
を
実
演
し
ま
し
た
。
導
入
に

あ
た
っ
て
は
、「
J
A
し
ま
ね
農
業
振
興
支
援
事
業
」
か
ら

2
／
3
の
助
成
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

作
業
は
1
ア
ー
ル
あ
た
り
の
規
定
料
金
で
請
け
負
い
、
南
部

地
区
を
対
象
に
申
し
込
み
を
受
付
け
る
考
え
で
す
。
中
山
間
地

域
で
あ
る
同
地
区
で
は
人
口
減
少
と
高
齢
化
が
進
み
、
草
刈
り

作
業
の
負
担
が
耕
作
放
棄
地
を
増
加
さ
せ
る
一
因
に
も
な
っ
て

い
ま
す
。

　

同
社
の
山
本
友
義
代

表
取
締
役
は
「
こ
れ
か

ら
の
中
山
間
地
域
に

は
、
組
織
が
機
械
を
導

入
し
作
業
負
担
を
軽
減

さ
せ
る
シ
ス
テ
ム
が
必

要
。
離
農
を
止
め
た
い
」

と
話
し
ま
し
た
。

認証書を掲げる三島部会長（右から4人目）と
曽田グループ会長（右から5人目）

ラジコンとアーム式が連携

佐野貴久江支部長が女性部の活動を紹介

ストラップ作りで交流

Hot NewsIZUMO Hot NewsIZUMO Hot NewsIZUMO Hot NewsIZUMO Hot NewsIZUMO

ほ
っ
と
で
楽
し
い
ニ
ュ
ー
ス
が
満
載
！

いずも
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　JAしまね出雲地区本部は3月20日、川跡支店で強盗対応
を想定した訓練を実施しました。この訓練は非常時に冷静
な対応ができるよう、出雲警察署と連携して各支店で定期
的に実施しているものです。
　訓練は、強盗に扮する警察官が拳銃で職員を脅し、現
金を奪って逃走する想定で実施。大声で「早くしろ」と脅さ
れ続ける中、職員はそれぞれの役割に従い冷静に対応しま
した。訓練後、同警察署員はうまく対応できていた点や注
意すべき点を伝え、ケガ人が出ないことを最優先に考えて対
応するよう呼びかけました。
　同支店の北村支店長は「日頃から防犯上の役割分担を
決めて意識しているが、万一の際冷静に動くための訓練は
重要だと感じた。どう対応すべきか皆で考える良い機会と
なりました」と話しました。

強盗対応訓練実施
防犯への意識高める

　JAしまね誕生から3周年を迎えたことを記念し、ラピタ
本店で3月6日から13日の8日間、「JAしまね誕生3周年記念
島根フェア」を開催しました。特設ブースにはJAしまねの
全11地区本部が各地の特産品を出品し、会場は連日多くの
人で賑わいました。
　3月10日、11日の両日には各種イベントも実施。出雲地区
本部が特産「神々の国　出雲しいたけ」の試食販売と
そば打ち実演販売を行ったほか、雲南地区本部がつき
たての餅を実演販売。やすぎ地区本部は健康志向で味も
よいことで注目される「金芽米」「ロウカット玄米」の試食販
売を行い、試食した方からは「甘みを感じる」などと好評を
得ていました。また、イベントに合わせて会場にはマスコット
キャラクターたちが集合。JAバンクの「ちょリス」、島根
ワイナリーの「しまりん」、全国サンマッシュ生産協議会の
「サンマッシュ
くん」が、来店
された方とふれ
あいながら会
場を盛り上げま
した。

　JAしまね出雲女性部朝山支部は3月21日、JAしまね朝山
支店倉庫で「朝山ふれあい市2周年祭」を開きました。
季節の野菜、漬物などの加工品、手芸品などを販売した
ほか、倉庫奥に設けたサービスコーナーでは山菜のてん
ぷらやおにぎりで来店者をもてなしました。
　ふれあい市は平成28年3月、同支部が地元産の安全・
安心な農産物をPRするとともに、地域の魅力を発信し地域
活性化につなげようと企画し、原則として毎月第3木曜日に
開いています。毎月定例会を開き、運営方法について協議
するなど市場の発展に努め、2周年となる今回は塩冶地区に
もチラシを配布するなど宣伝に力を入れました。当日は悪天候
にもかかわらず、普段の月より大幅に多い約120人が来場。
地区外からも多くの人が訪れました。
　来場者は「何回も来ていますが、いつも新しい工夫
がされていて楽し
みです」と話しま
した。

朝山ふれあい市2周年
宣伝効果で来場者数増

しまねの“うまい”が大集合！
誕生3周年を記念し物産市を開催

強盗対応訓練をする職員

　JA共済では交通事故防止を願い、島根県内の新中学
1年生を対象に毎年夜光反射材を寄贈しています。JA
しまね出雲地区本部は今年度、管内の各中学校に合計で
反射タスキ739個と反射テープ1087個を贈呈しました。
　3月16日には出雲市立浜山中学校で贈呈式を行い、同地
区本部の吉田博幸副本部長が「交通事故防止に活用して
ください」と高橋一郎校長に趣意書と夜光反射材を手渡しま
した。高橋校長は「本校は生徒の半数以上が自転車で通
学しており、部活動があれば午後7時頃の下校となる。生徒
の登下校時の安全確保に活用させていただきます」と感謝
の意を表しました。
　このほかにもJA共済では、出雲市へのカーブミラー贈呈
やJA共済交通安全アンパンマンキャラバンなどを通じて、
交通事故未然防止活動に取り組んでいます。

吉田副本部長（左）から高橋校長（右）へ贈呈

交通安全の願いを込めて
夜行反射材を贈呈

多くの来場者で賑わう店内 マスコットたちの登場に賑わう店内

Hot NewsIZUMO Hot NewsIZUMO Hot NewsIZUMO Hot NewsIZUMO Hot NewsIZUMOいずも
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　ＪＡしまね出雲女性部は３月２８日、鳶巣アリーナでいずもＪＡシニア女子大学
の３月講座「カローリング」を開催しました。８チーム（４組）に分かれて競技
を行い、出雲市カローリング協会理事の園山博良さんをはじめ、鳶巣地区の
カローリング愛好者４人がそれぞれ講師として各組の指導にあたりました。

　はじめに各組ごとにルールを説明。カローリングでは、対戦する２チームがそれぞれ
６個の「ジェットローラー」を「ポイントゾーン」目掛けて交互に投げ合い、得点を競い
ます。カーリングのようにブラシは使いません。
女子大学生たちはほとんどが未経験者でしたが、
すぐに要領をつかみ「転がり方の癖をつかみま
しょう」「まずは手前に置くように」などといった講
師のアドバイスを実践に移していました。後半は指
示を出し合いながら接戦を繰り広げる場面もあり、
わずか２時間の講座の中で、カローリングの楽しさ
を十分に味わっていました。
　参加した女子大学生は「初めてでしたが楽し
かったです。ルールをしっかり覚えるともっと楽しい
と思うので、またやってみたいです」と話しました。 ▲力投する女子大学生たち▲力投する女子大学生たち▲得点の数え方を説明する園山さん▲得点の数え方を説明する園山さん

３月
講座 「カローリング」

わい わい UUUUUUUZZZZZUMMMMMOOOOOZI
wai-wai IZUMO
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遠藤 優太
えん どう　ゆう  た

今岡 玲奈
いま おか  れい  な

常松 栞奈
つね まつ　かん な

本池 怜雄
もと いけ　 れ   お

神田 晃平
かん だ　 こう へい

平成30年度

JAしまね出雲地区本部 新入職員紹介JAしまね出雲地区本部 新入職員紹介
桜咲く季節となり、JAしまね出雲地区本部にも新たに9名の職員が入組いたしました。
管内の各部署へ配属になりますので、皆様のご指導とご支援をよろしくお願いいたします。

日下 朋子
くさ  か　 とも  こ

松尾 麻由
まつ  お　  ま   ゆ

原田 恵梨子
はら  だ  　え    り    こ

市居 蓮
いち  い    れん

店
舗
職
員

健康ライフかわら版

お問合せ先 出雲保健所健康増進課　TEL 21－8785

　健康診断は1年に1回、職場や医療機関などで毎年受けていると思います。今回は、健診
における事業主、従業員の役割について紹介します。

　会社などで働く従業員は、労働安全衛生法第66条第5項により、事業主が行う健康診断を受けなければなりません。
　健診を受ける最大の目的は、「病気の予防」です。健診を受けたら、結果を確認することが大切です。健診結果が、
基準値内であっても検査結果が昨年と比べて変化していたり、「体調が去年とは違う」と感じることがあれば、生活習慣
に問題がないか確認しましょう。
　健診結果の見方が分からない時には、かかりつけ医で教えてもらいましょう。

　事業主は、従業員に対し労働安全衛生法の第66条により、「医師による健康診断を行わなければならない」と明記
されています。また、健診を受けた後の措置についても、同法により明記されています。
　健診は労務管理の一つですが、健診は受けさせるだけでなく、その後のフォローまでが必要です。

★健康診断実施後の措置及び医師からの意見聴取
　事業主は、従業員の健康診断の結果に異常の所見があった場合、医師の意見を聴き（労働安全衛生法第66条の
4）、必要な場合従業員の実情を考慮し　①従業場所の変更　②作業の転換　③労働時間の短縮　④深夜業の回数
の減少等の措置を行わなければなりません（労働安全衛生法第66条の5）。

場や医療機関などで毎年受けていると思います 今回は 健

「健康診断の重要性」

従業員の役割

事業主の役割

わい わい UUUUUUZZZIII UMMMMOOOOZI
wai-wai IZUMO
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いずもJA

女子大通信 　ＪＡしまね出雲地区本部は
３月２２日、同地区本部で「第

４期いずもＪＡ女子大学」の卒業式を行いました。２年
間のカリキュラムを修了した９人が出席。本大学学長
でもある同地区本部の石川寿樹本部長から、取得した
単位に応じて卒業証書・修了証を受け取りました。
　石川本部長は「皆さんの生き生きとした表情が２年
間の努力の証だと思う。女性部活動にもぜひ参加して
いただき、女性部、地域のリーダーになってもらいたい」
と激励しました。卒業生・修了生を代表して武田直子
さんがあいさつし「あっという間の２年間だった。女子
大学で学んだこと、皆さんと楽しく過ごせたことを今後
のプラスにしたい」と述べました。

　卒業記念講演で
は、香道御家流和
草会主宰で出雲文
化伝承館の特別顧
問の大谷香代子氏
が「伝統文化の継
承」と題して講演。
香道に関わる活動
や、出雲の祝い膳
など地域の文化について説明したほか、香を焚いて
女子大学生の卒業・修了を祝いました。

女子大生ライフに乾杯！「第４期卒業式」

出
雲
市
大
社
町

田
中
　
俊
樹
さ
ん（
29
歳
）

た

な

か

　
と

し

き

　大社町の蕎麦屋で働く
田中俊樹さん。京都の蕎麦屋で

の修行などを経て、平成２５年５月、実家が営む「そば
処 田中屋」のリニューアルオープンに合わせて家業に就
きました。店の３代目として、蕎麦打ちや調理など厨房
での仕事全般を行っています。
　出雲大社の正面にある店には、観光客の方が多く訪れ
ます。「女性目線も意識しながら、楽しい思い出を持ち
帰ってもらえるような店づくりを心掛けています」と話す
俊樹さん。メニューは季節感のあるものを考え、店舗
紹介のショップカードはガイドブックに挟めるよう栞の
かたちになっています。また、県内産のそば粉をつかっ
たガレットミックス粉をお土産品として販売し、レシピも
紹介するなど、店の伝統を守りつつ新しい発想を取り
入れています。
　「作ったものを人に食べてもらうのが好き」という俊樹
さんは、自分が食べるのも大好き。勉強も兼ねて、県
内外の飲食店へ出かけ、食べ歩きをするのが趣味です。
　今後の目標を尋ねると「観光客の方に“出雲に来てよ
かった”と思ってもらえるよう、おもてなし度をより一層
高めていきたいです」と意欲を話す俊樹さんです。

出雲市西林木町

岡　位嵩さん （76歳）
郁子さん （73歳）

お か 　 い た か

い くこ

　西林木町で農業を営む岡さんご夫婦。約６０アールの農地で、水稲
のほか、ミカン、柿などの果樹や、キャベツ、ブロッコリーなどの野
菜を栽培しています。栽培した野菜などは毎週ＪＡ鳶巣店の前で開
かれている直売所「とびす市」で販売するほか、お二人が週２回開
いている店「新川農園」でも販売しています。店ではお茶菓子など
も販売し、地域の皆さんの憩いの場にもなっています。
　鳶巣地区の新川沿いの土手では毎年きれいな桜並木が見られます。
位嵩さんは、この桜を管理するため結成された「鳶巣観桜会」の会
長を長く務めてこられました。退任した今も、顧問として同会の活動
に関わるほか、桜まつりのときには会場の向かいにある店を開け、
郁子さんとともにまつりの
運営に協力しています。
　健康の秘訣を尋ねると
「いろいろなことに参加し
て、地域の皆さんと関わ
りをもつことです」と話
す、ますます元気なお二
人です。 春の新川桜土手

いよいよ４月からは第５期がスタートします！

わい わい UUUUUUUZZZZZZUMMMMMOOOOOOOZI
wai-wai IZUMO

22



わが家自慢の
アイドルをご紹介！

おとうさん、おかあさんからの一言
  

　活発でお出かけが大好きな陽翔くん。花の郷やゴビ

ウス、科学館などいろいろなところに連れて行っても

らっています。電車が好きで、電車に乗るために出か

けることもしばしば。家でもプラレールのおもちゃで遊

んでいます。いろいろなものに興味津々で、気になっ

たらとことん自分でやるタイプ。鉄棒に挑戦したり、

誕生日にプレゼントしてもらったパズルもお気に入りで

す。食べ物も好き嫌いなく何でも大好き！これからの成

長が楽しみです。陽汰くんはおだやかな男の子。周り

が騒がしくても動じず、よく寝てくれるのでお母さんも

大助かりです。家族みんなから可愛がられ、お兄ちゃん

の陽翔くんもやさしく面倒を見てくれます。お出かけする

ときもいつも一緒の仲良し兄弟です。

お兄ちゃんになった陽翔くんのこれからの成長が楽しみです。
陽汰くんもお兄ちゃんみたいに元気に大きくなってね。
兄弟なかよく元気に過ごしてくれたら嬉しいです。

船木 陽翔くん（４歳・右）

出雲市里方町

ふなき　はると

　　 陽汰くん（５ヶ月・左）
ひなた

代
表

池
田
　
幸
子 

さ
ん

代
表

池
田

幸
子
さ
ん

Ｊ
Ａ
し
ま
ね
出
雲
女
性
部　

グ
ル
ー
プ
紹
介

今
市
支
部
「
生
き
生
き
踊
り
の
会
」

　

Ｊ
Ａ
し
ま
ね
出
雲
女
性
部
今
市
支
部
の

「
生
き
生
き
踊
り
の
会
」
は
３０
年
以
上
前
か
ら

活
動
す
る
踊
り
の
グ
ル
ー
プ
で
す
。
メ
ン
バ
ー

は
現
在
９
人
。
第
２
・
第
３
月
曜
日
の
毎
月

２
回
、
ラ
ピ
タ
本
店
２
階
の
ふ
れ
あ
い
の
家

〝
縁
〞で
、
片
寄
恭
江
先
生
の
指
導
の
も
と
日
本

舞
踊
や
歌
謡
舞
踊
な
ど
を
練
習
し
て
い
ま
す
。

　

曲
に
よ
っ
て
若
い
娘
に
な
っ
た
り
、
時
に
は

男
性
に
な
っ
た
り
と
、
い
ろ
い
ろ
な
人
に
成
り

き
る
こ
と
が
で
き
る
の
が
踊
り
の
魅
力
の
ひ
と

つ
。
違
う
人
を
演
じ
よ
う
と
思
う
と
、
足
元
か

ら
指
先
ま
で
所
作
の
一
つ
ひ
と
つ
が
違
っ
て
き

ま
す
。
揃
い
の
衣
装
は
女
物
だ
け
で
な
く
男
物

も
用
意
し
、
気
持
ち
を
切
り
替
え
舞
台
に
臨
ん

で
い
ま
す
。
毎
年
少
し
ず
つ
レ
パ
ー
ト
リ
ー
を

増
や
し
て
お
り
、
今
も
新
し
い
曲
目
に
挑
戦
中

で
す
。
真
剣
な
練
習
の
後
に
は
み
ん
な
で
楽
し

く
お
茶
を
飲
み
、
和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
雰
囲

気
の
中
で
長
く
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

日
頃
の
練
習
の
成
果
は
、
夏
に
行
わ
れ
る
出
雲

神
話
ま
つ
り
や
年
末
の
出
雲
市
民
余
芸
大
会
と

い
っ
た
各
種
イ
ベ
ン
ト
参
加
や
、
介
護
福
祉
施
設

の
訪
問
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
場
所
で
披
露
し
て
い
ま

す
。
歌
や
踊
り
を
通
し
て
施
設
の
方
と
交
流
を
図

り
、
喜
ん
で
も
ら
え
る
の
は
メ
ン
バ
ー
た
ち
に

と
っ
て
も
励
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も

地
域
の
皆
さ
ん
と
交
流
を
図
り
な
が
ら
、
生
き
生

き
と
活
動
し
て
い

き
ま
す
。

　
「
生
き
生
き
踊
り
の
会
」
で
活
動
を
し

て
い
る
と
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
地
域
の
皆

さ
ん
や
他
の
団
体
と
の
つ
な
が
り
が
で
き

る
な
ど
、
交
流
の
輪
も
広
が
っ
て
い
き
ま

す
。
舞
踊
は
全
身
を
使
う
の
で
美
容
に
も

効
果
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
一
緒
に
踊
り

を
楽
し
む
仲
間
が
増
え
れ
ば
嬉
し
く
思
い

ま
す
の
で
、
興
味
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
一
度

見
に
来
て
く
だ
さ
い
。

　

グ
ル
ー
プ
名
の
と
お
り
「
生
き
生
き
踊
り
の
会
」
の
み
な

さ
ん
は
、
日
頃
か
ら
明
る
く
、
生
き
生
き
と
練
習
に
励
ん
で

お
ら
れ
、
私
た
ち
支
店
の
職
員
も
会
員
の
み
な
さ
ん
か
ら

元
気
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
多
く
の
地
域
の

方
々
に
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
、
元
気
な
笑
顔
を
届
け

続
け
て
く
だ
さ
い
。

池
田
代
表
の
一
言

今
市
支
店
　
渡
部
支
店
長
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

わい わい UUUUUUZZZIII UMMMMMOOOZI
wai-wai IZUMO
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読者のみなさんからの投稿コーナーです。
最近あった「楽しかったこと」「最近思うこと」
「感動したこと」…ぜひお聞かせください。
写真や絵手紙・イラストも大募集！！

おたより大募集
皆さまからの「おたより」を募集しております。
ハガキに、聞いて欲しいこと、日々思うこと、俳
句や川柳、絵手紙や写真などのご投稿お待ち
しています。 （匿名希望の方は明記してください）

〒693-8585
出雲市今市町106番地1
JAしまね出雲地区本部内
「広報誌JAしまねびより」編集係 宛

unity@jaizumo.or.jp

あ
て
先

メールでの投稿も大歓迎！

読者の
ページ

俳
句
の
広
場

安
食 

彰
彦 

先
生

❖ 

月
間
最
優
秀
賞

❖ 

月
間
優
秀
賞

❖ 

月
間
優
秀
賞

一
雨
に
袴
帯
き
足
し
土
筆
伸
ぶ

大
津
町　

山
田 

弘
之

　
物
事
の
自
然
の
姿
、
真
の
姿
を
よ
く
観
察
し
、
よ
く
発
見
な
さ
い
ま
し
た
ね
。

こ
れ
が
俳
句
を
上
達
さ
せ
る
ひ
と
つ
の
方
法
で
す
。
す
ば
ら
し
い
。

朝
茶
汲
み
暫
し
微
睡
む
春
炬
燵

本
庄
町　

森
脇 

英
徳

春
爛
漫
二
葉
マ
ー
ク
の
新
車
行
く

荒
茅
町　

川
上 

治
利

寿
司
桶
に
山
椒
を
散
ら
し
春
を
待
つ
上
塩
冶
町　

松
本 

弘
子

選

者

評

選 

者

◆
応
募
方
法

俳
句
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話

番
号
を
記
入
の
上
、
ハ
ガ
キ
ま
た
は

Ｆ
Ａ
Ｘ
で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

※

お
一
人
様
３
句
ま
で
ご
応
募
い
た
だ

け
ま
す
。※
４
月
応
募
分
の
締
め
切
り

は
４
／
３０
（
月
）
必
着
で
す
。※

５
月
は

川
柳
を
募
集
い
た
し
ま
す
。

あ
な
た
の
俳
句
を
募
集
し
ま
す

◆
あ
て
先

　

〒
６
９
３-

８
５
８
５　

出
雲
市
今
市
町
1
0
6-

1

　
　

Ｊ
Ａ
し
ま
ね
出
雲
地
区
本
部
「
俳
句
の
広
場
」
係

（
Ｆ
Ａ
Ｘ：
２
１-

６
２
４
９
）　

※
応
募
作
品
は
自
作
で
未
発
表
の
も
の
に
限
り
ま
す
。※
応
募

作
品
の
一
切
の
権
利
は
、Ｊ
Ａ
し
ま
ね
出
雲
地
区
本
部
に
帰
属

す
る
も
の
と
し
ま
す
。※
月
間
最
優
秀
賞
に
は
Ｕ
Ｆ
Ｊ
ニ
コ
ス

券
3,
0
0
0
円
分
、
月
間
優
秀
賞
に
は
Ｕ
Ｆ
Ｊ
ニ
コ
ス
券

1,
0
0
0
円
分
を
進
呈
い
た
し
ま
す
。※
受
賞
作
品
に
つ
い

て
は
地
区
名
、
氏
名
（
ま
た
は
雅
号
）
を
掲
載
し
ま
す
。

ひ
と
あ
め

は
か
ま
はさ

ん
し
ょ

た

●
だ
ん
だ
ん
青
ね
ぎ
、
い
つ
も
ラ
ピ
タ
で

買
っ
て
い
ま
す
。
わ
が
家
の
子
ど
も
た
ち

も
お
味
噌
汁
や
納
豆
な
ど
の
料
理
に
た
っ

ぷ
り
と
青
ね
ぎ
を
か
け
て
食
べ
て
い
ま
す
。

（
西
郷
町　

G
・
M
さ
ん
）

J
A
…
い
つ
も
ラ
ピ
タ
を
ご
利
用
い
た

だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
青
ね
ぎ

は
た
っ
ぷ
り
使
う
と
見
た
目
も
香
り
も

鮮
や
か
に
な
り
ま
す
よ
ね
。

●
え
ん
ま
ん
座
の
皆
さ
ん
、
受
賞
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
昨
年
高
齢
者
サ
ロ
ン

で
拝
見
し
ま
し
た
が
、
大
変
素
晴
ら
し

か
っ
た
で
す
！！（

西
神
西
町　

K
・
T
さ
ん
）

J
A
…
本
当
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

随
所
で
ご
活
躍
な
の
で
、
舞
台
を
見
た

こ
と
の
あ
る
方
も
多
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
代
表
作
「
七
福
神
」
は
見
る

だ
け
で
ご
利
益
が
あ
り
そ
う
で
す
。

●「
女
性
部
ま
つ
り
＆
家
の
光
大
会
」
私

も
参
加
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
特
に

グ
ル
ー
プ
作
品
展
。

本
職
さ
ん
顔
負
け

の
出
来
栄
え
に
圧

倒
さ
れ
ま
し
た
。

普
段
何
気
な
く
見

て
い
る
も
の
を
見

事
に
変
身
さ
せ
る

ア
イ
デ
ィ
ア
の
素

晴
ら
し
さ
。
な
る

ほ
ど
と
思
い
つ
つ

手
が
追
い
つ
か

な
い
自
分
に
ふ
と

苦
笑
い
で
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
素
晴
ら
し
い
作
品
を
作
り

続
け
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

（
万
田
町　

A
・
A
さ
ん
）

J
A
…
ど
の
作
品
も
技
術
力
の
高
さ
が

う
か
が
え
る
力
作
で
し
た
ね
。
こ
れ
だ
け

の
も
の
が
作
れ
れ
ば
、
人
に
見
て
も
ら
う

の
が
楽
し
い
だ
ろ
う
な
と
思
い
な
が
ら

見
て
い
ま
し
た
。

●
健
康
散
歩
「
旬
の
食
材
を
食
べ
よ
う
！
」

を
読
ん
で
な
る
ほ
ど
と
思
い
ま
し
た
。

1
年
中
お
店
に
あ
る
野
菜
に
も
旬
が
あ

り
、
そ
の
時
期
が
一
番
美
味
し
い
と
。

旬
の
も
の
を
食
べ
、
季
節
感
を
大
事
に

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
大
社
町　

I
・
M
さ
ん
）

J
A
…
旬
を
意
識
す
る
と
、
得
す
る
場
面

も
多
い
と
い
う
こ
と
で
し
た
ね
。
本
誌
で

も
出
雲
の
旬
の
特
産
が
皆
さ
ま
に
お
伝
え

で
き
る
よ
う
努
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
月
特
集
し
て
い
る
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
も

今
が
旬
で
す
よ
！

わい わい UUUUUUZZZZZUMMMMMOOOOOOOZI
wai-wai IZUMO
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乳がん・肺がん検診を受けましょう

ＪＡの健診・人間ドックをご利用の皆さま

●申込方法／ハガキの裏面に①検診名（『乳がん検診』または『肺がん検診』）②第１希望・第２希望日（上記一覧表
から選んでください）③郵便番号④住所⑤氏名（フリガナ）⑥性別⑦生年月日⑧電話番号を記入し、
〒693-8530（住所不要）健康増進課「がん検診」係まで 申し込んでください。

●申込期限／５月１7日（木）必着
　　　　　　※上記検診を両方申し込む事もできます。その際は、別々のハガキでお申し込みください。
●おたずね／出雲市 健康増進課 成人保健係（☎21-6６５１）

JA窓口では乳がん検診・肺がん検診の申込受付を行いません。
必ず上記のとおり出雲市健康増進課までお申込いただきますようお願いいたします。

組合員の皆さまには大変お手数をおかけいたしますが、なにとぞよろしくお願いいたします。

受診には予約が必要です。各日の受診人数には限りがありますのでご了承ください。

JAしまね出雲地区本部　ふれあい福祉課

※　緑色  の会場はＪＡ健診、
　 もしくは巡回人間ドックと
　 同会場で実施されます。

●対象者／出雲市に住所のある４0歳以上の方
　　　　　（昭和54年4月1日以前生まれの方）
●個人負担金／40～49歳…1,230円　50～69歳…920円
　・７０歳以上の方、生活保護世帯・住民税非課税世帯の方、
無料クーポン対象の方（昭和52年4月2日～昭和53年4月
1日生）は無料です。

●定　員／各日：午前２4名、午後２1名
　・H29年度に乳がん検診を受診し、その結果が異常なし
だった方は、H30年度は受診対象となりませんのでご注
意ください。

　・授乳中の方、ペースメーカーを装着している方、豊胸手
術をしている方、VPシャント術を受けている方はこの検査
を受診することができません。

●実施日時・会場一覧表

乳がん（マンモグラフィ）検診

日 時 会 場 日 時 会 場

●対象者／出雲市に住所のある５0歳以上の方
　　　　　（昭和44年4月1日以前生まれの方）
●個人負担金／ 2,050円
　・７０歳以上の方、生活保護世帯・住民税非課税世帯の方
は無料です。

●定　員／各日：65名
　・妊娠中の方、ペースメーカーを装着している方は検査を
受けることができません。また、胃・大腸のバリウム検査
を6日以内に受けた方は検査できません。

　・検診前の、食事・薬等の制限はありません。
●実施日時・会場一覧表

肺がん（ヘリカルＣＴ）検診

6月  8日

６月21日

７月  3日

７月  9日

７月30日

８月  ３日

８月２２日

８月２4日

９月  3日

９月１1日

古志コミュニティセンター

高松コミュニティセンター

出雲市役所佐田支所

ＪＡ平田中央支店

高浜コミュニティセンター

川跡コミュニティセンター

ＪＡ出雲地区本部

ＪＡ出雲地区本部

神西コミュニティセンター

出雲市役所大社支所

  ９月２８日

１０月１7日

11月  5日

１１月  8日

12月13日

１２月21日

  １月１５日

  １月２３日

  2月２2日

長浜コミュニティセンター

ＪＡ出雲地区本部

出雲市役所大社支所

ＪＡ平田中央支店

湖陵コミュニティセンター

まめなが一番館

多伎コミュニティセンター

まめなが一番館

出雲市役所本庁

日 時 会 場 日 時 会 場

６月１4日

７月  2日

７月  6日

７月20日

７月２6日

８月１0日

８月２2日

8月29日

９月  2日

９月１3日

９月14日

９月1９日

高浜コミュニティセンター

神西コミュニティセンター

出雲市役所佐田支所

ひらたショッピングセンターVIVA

川跡コミュニティセンター

湖陵コミュニティセンター

大津コミュニティセンター

ＪＡ出雲地区本部

古志コミュニティセンター

ひらた子育て支援センター

高松コミュニティセンター

須佐コミュニティセンター

出雲市役所大社支所

  ９月２８日

  9月28日

１０月  1日

11月  １日

１１月  7日

１１月  8日

１１月  9日

１１月16日

１１月３０日

１２月10日

  1月  9日

  １月１8日

  2月  3日

長浜コミュニティセンター

出雲市役所大社支所

多伎コミュニティセンター

まめなが一番館

出雲市役所大社支所

湖陵コミュニティセンター

ＪＡ平田中央支店

まめなが一番館

まめなが一番館

まめなが一番館

出雲市役所平田支所

まめなが一番館

出雲市役所本庁

がん検診車
が来ます！
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メニューの一例

H30年度
から

出雲農業未来の懸け橋事業
（かけはし事業）

相談・申請はお早めに！！

農業FFF事業がかわります か はし

　出雲農業未来の懸け橋事業が、平成30年度から農業FFF事業に代わってスタートします。基本的には農業FFF事業
のメニューを引き継ぎ（一部改廃あり）、新たなメニューも加えた内容で、引き続き意欲ある農業者のみなさんを支援
します。また、「かけはし事業」は、市内全域を対象とした事業です。出雲市、JAしまね出雲地区本部、同斐川地区本部
が連携し、全市的な農業の維持・発展をめざします。

　集落営農組織や認定農業
者など、地域の農業の核とな
る担い手を支援します。

●集落営農組織推進事業
米、麦などの生産に必要となるトラクター、田植機、
コンバインの購入費を補助。
●麦・そば等生産推進事業
米以外の作物の生産に必要となる機械の購入費を
補助。

出雲農業未来の懸け橋事業がめざすもの

支援内容や事業メニューについて

農産振興事業1

平成30年度 かけはし事業のスケジュール

※その他の事業メニューや要件などの詳細については、JA各営農センターまたは市役所にお問い合わせください。

※追加募集は、予算の執行状況により
　行う場合があります。

出雲市役所農業振興課　Tel 0853-21-6557　Fax 0853-21-6998
JAしまね出雲地区本部営農企画課　Tel 0853-21-6041　Fax 0853-21-6075
最寄りのJAしまね出雲地区本部　各営農センター

5月下旬 6月上旬予定
平成30年5月1日（火）

お問い
合わせ

申請〆切

審 査 会 事業認定

メニューの一例

　出雲市が誇る特産品の
産地維持・拡大を担うみな
さんを支援します。

●特産振興施設等整備事業
果樹、野菜などの生産に必要となる機械の購入費や
施設整備費を補助。
●産地維持対策事業
ハウスの長寿命化、高度化の施工費等を補助。

特産振興事業2

メニューの一例

　畜産経営基盤の強化に取り
組む畜産農家のみなさんの経
営コスト低減等を支援します。

●畜産基盤整備推進事業
飼養環境改善等を目的とした機械・施設整備費を
補助。
●市内産飼料利用定着化促進事業
市内で生産された飼料用米、WCSの購入費を
補助。

畜産振興事業3

メニューの一例

　新規就農者の初期投資費用
や、直売出荷の拡大を支援し
ます。

●多様な農業者等支援事業
新規就農者等の機械購入費、施設整備費を補助。
●直売拡大支援事業
出荷拡大に必要な機械購入費、設備整備費を
補助。

特認事業4
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出雲市役所農業振興課　Tel 0853-21-6557　Fax 0853-21-6998
出雲市役所斐川支所産業建設課　Tel 0853-73-9220　Fax 0853-73-9229

お問い合わせ

新出雲農業チャレンジ事業（出雲市補助事業）

平成30年度 新出雲農業チャレンジ事業のスケジュール

※追加募集は、予算の執行状況に応じて行います。

※各事業の詳細については、下記までお問い合わせください。

平成30年5月1日（火）まで募集期間

～H30年度から内容を拡充して実施します～～H30年度から内容を拡充して実施します～
№
1

2

3

4

5

6

7

8

9

事 業 名 支 援 内 容
中山間地域水田省力化支援事業

地域農業課題解決メソッド提案事業

集落営農広域連携支援事業

農業新技術活用チャレンジ事業

GAP認証取得支援事業

チャレンジ品目生産支援事業

加工・販売支援事業

新規就農支援事業

宍道湖西岸地区営農計画推進事業

法面の芝吹付、除草用機械購入費等

地域農業の課題解決に必要な経費（ソフト・ハード）

連携推進活動費、機械購入費

ICT技術等の新技術導入経費

美味しまね認証取得に必要な経費

試験研究費、機械・設備整備費

農家が自ら加工・販売を行うのに必要な経費（ソフト・ハード）

圃場、機械・施設の賃借料

営農計画の実践に必要な経費（ソフト・ハード）

New!

New!

New!

New!

New!

出雲地区本部理事会報告

3月23日に開催された出雲地区本部理事会の中で協議された主な議題と内容は次の通りです。

〈協議事項〉
（1）平成30年度国庫及び県単、市単補助事業

について
柿リース団地整備事業、出雲西部集荷所
整備事業に取り組みます。

（2）平成30年度主な固定資産の取得計画に
ついて

（3）平成30年度地域品目販売手数料について

（4）大口貸出金の承認について

（5）平成30年度総合収支計画について
組合員および利用者の皆様に必要とされる
JAを目指し、平成30年度事業計画をもとに
各事業運営を行います。

（6）平成30年度店舗職員採用募集要項について

（7）店舗再編（案）について

〈報告事項〉
（1）出雲西部集荷所設計変更に伴う建設費

の増額について

（2）機能性農産物推進プロジェクトの取組
状況について
出雲の農業資源（土地、施設、人等）を踏ま
えながら、出雲らしい新しい作物を掘り起こし
ます。

（3）平成30年2月末実績について

（4）外部出資にかかる資産査定について

（5）冬期座談会の質問・意見・要望について
主な質問・意見については、今月の広報誌に
掲載していますのでご覧ください。

IZUMO Information
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